
２００５．9．１

富士山ボランティアセンターニュース第62号
発行：富士山ボランティアセンター ０５５５－２０－９２２９

URL http://www.eps4.comlink.ne.jp/ fujisan/ E-mail fujisan@eps4.comlink.ne.jp~

山梨県山岳連
盟と山小屋関係者
等の協力により実
施する富士山クリ
ーン作戦。吉田口
登山道五合目から
八合五勺までの山
腹部の美化清掃活
動は、今年で４度
目。

参加者は、山岳連盟３７名、山小屋関係者３８名、富
士山憲章山梨県推進会議関係職員１２名の合計８７
名。八合目以上を先発隊、七合目以下を後発隊と二手
に分かれ、傾斜の急な山腹部に放置された、およそ１．
１トンのゴミを収集しました。

富士山の体重が１・１トン減る！
平成１７年度山岳ボランティア富士山クリーン作戦

８月２７日（土）、２８日（日）

８月８日（月）富士山エコトレッキング～吉田口登山道

富士山レンジャー、シャトルバス利用者への啓発活動
８月18日(木）～８月２４日（水）

８月４日（木）山梨県、静岡県合同！富士山山頂キャンペーン

富士山憲章山
梨県推進会議は、
夏山シーズンの真
っ最中８月４日、富
士山憲章の普及
定着のためのキャ
ンペーンを行いま
いした。今回は、
静岡県と合同で行
う、初めての山頂
キャンペーン。静
岡県からは、静岡
県庁の自然保護

室の職員、山梨県からは 富士山レンジャーを含めた関係職
員が合計１４名が、富士山山頂で合流し、吉田口と富士宮口
で、啓発グッズを登山客約２００人に配布しました。

雲の上、日本一高いところでキャンペーン

富士山レンジャーが、マイ
カー規制中に設けられた山麓
の無料駐車場で、富士山の
環境保全を呼びかける啓発
活動を行いました。マイカー
からシャトルバスに乗り換える
人々を対象に、啓発物品と一
緒に富士山を訪れる際のマナ
ーとルールを示したチラシを、
およそ１６００人に配布。災害
復旧工事のため、例年より長
く設けられたマイカー規制期
間、登山客や観光客の意識
の醸成を図りました。

ミニエコツアーと夏休みの自由研究

富士山ボランティアセンターでは、平成１６
年度秋から隣接する富士山自然観察園にて、
ミニエコツアーを実施しています。富士山噴火
により生み出された自然を３０分ほどの時間で
ご案内しています。今年度は平成１７年度８月
末現在、１６７名が体験してくださいました。

また７、８月は夏休みシーズンということもあ
り、ボランティアセンターのカウンターには、連
日、自由研究の相談や、富士山に関する質
問、資料の入手のために、お子様やご家族連
れが訪ねて来ました。普段は気づくことのない
自然の営みに新鮮な驚きや発見を見いだす子
供たち。富士山ボランティアセンターでは、皆
さんが、富士山の自然や環境について勉強す
ることについて、多少なりともお役に立てればと
思っておりますので、お気軽にお立ち寄りくだ
さい。

シャトルバスを利用される
方に、一人一人声をかけ
てゆく、富士山レンジャ
ー。お天気や、マイカー
規制に対する質問にも丁
寧に答えます。

富士吉田市との共催で行った、盛夏
の吉田口登山道エコトレッキング。今回
は定員３０名を超える応募を頂きました。
（先着順で締め切り）当日は、体調が悪
い方などの欠席がありましたが、２４名の
参加者が富士ビジターセンターに集合
しました。

内容は、五合目ロータリー～泉ヶ滝～
佐藤小屋～馬返し～大石茶屋～中の
茶屋までの長い道のりを、約６時間かけ
て、自然と歴史の解説を聴きながらの美
化清掃です。様々な夏の山野草に彩られた緑の回廊を一行は
進みました。日常の喧噪や暑さから解放された参加者の皆さん
は、ゆっくりとした時間を楽しまれたようです。終了後のアンケー
トでは、ほとんどの方から、「楽しかった」「富士山の自然に感動し
た」「自然と歴史の解説がとても良かった」との感想を、また「次回
も参加希望」との回答もいただきました。今後も富士山ボランティ
アセンターでは、富士山が与えてくれる新しい発見、新しい感動
を、一人でも多くの皆さんにお届けできるような活動をして参りま
す。




